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ỦỠựᓈ ಙഊᆋἼώᾃ̵ᾌ ʴɻƠƢƠƚ˶ˬ̵̨ඥɼƅಙഁʭˈźۋ

ɻƠƢƠƚ˶ˬ̵̨ʴᫌഁ˘࠰ធʝ˄ʟɲ̪˭ˡ̰˘ᫌʝ˄ʟɲɼʮʊʌ

ធ˘ᆚԌːʱƅƍಆƋƉƁ࿆ƂʴƏഁషƅҹഁ͜௧ʱƠƢƠƚ࠰᫅ʴഁࠓ

˶ˬ̵̨ʴᫌഁॵ˘ᜊʊ˄ʝʥɲҹഁᄀসƊƒƑʴᆵʴԪʱʵƅइʑˏ

ᡮͥʛ˒ʥ͜α͜ץʴዟಘɲᄀসʥʧʵᆵ˘ᤔʑʡʰʒˏƅʣʝʬƅݠݸ˘ԅʛʰʊኆॄʱผݠ

˘͢ʘʰʒˏЂᄄ˘ˇ˄ʝʥɲۋʴƠƢƠƚ˶ˬ̵̨ඥʴᦀᄄʒಙഁʭ˄ʩʥᇢʭʝʥɲ

ɻƠƢƠƚɼʮʵGlobal and Innovation Gateway for All ʴᄣኂʭƅɻұዙᄀসʗʴ͜α

ːีʟʙʮʰʕƅҽรʱԻᥬ৮˘ᓈʬˑגዟಘʮƅᥨЫ̵̬̊̀̅ˬ˘Ѱʝƅʦ˒͜αץ͜

ᓈ˘ҹۋʴഁࠓʭଡᏐᆋʱႲʛʡˑඥɼʭʟɲͳഁࠓ˘֞ංʟˑ˄ʭƅ͢ ᧹ֻइʒइӈʴ

ҹͳࠓᄀ᎓1,200αʱᡮʝԅʝ˘ʝʬʕ˒ˑʙʮʱʰː˄ʟɲᄀসʴɻࠓᑹˊᇴᠡƅԻᥬ৮ʴ

᭼ʭʴʴפᓞ৮˘ॺʓԅʟʙʮɼʒ಄ݸʴᆵᆋʭʈː။ʭʟɲ

ʣʴ,ಙഁʭʵᄀসʴዟಘʴໄᄄʒࠪᇎʝ,ഁࠓʭʴංˊे࠹ʭʴ࠼ᯃʰʯණɴʰܣ᭼ʭ

ᇿЯʰʯ˘᧸ʳʬᓞ˘᱔ˇʬʊ˄ʟɲ᥅ͳʱʵ,ҹഁˈـᓞ৮ʒहʒʩʬʊ˄ʟɲᒭפ

ᄀসʒʣ˒ʤ˒ʴዟಘ˘े࠹ʱˈʧखː,ϐʵഁࠓʑˏ,ᄀসʵ࠹ʱʊʰ

ʒˏɻखːʴϜɼʱՉʟˑʮʊʌុ˅ʱˈଧૃʟˑΓࠪʭʟɲ

ʙ˒ʱˎː,ץᯕˊݸᭉʴ࿋࠶షˊᅍʱˎˑɻᔫషϛංɼ˘ϴҏʰʕ

ʛ˒ʥʮʝʬˈ,˧̰̦ˡ̰ʭංʒʭʓʥː,ʴϜʭѡॊងࡎˊᯃʴ

ሦ៍˘ʝʥːʟˑʙʮˈפᓞʱʰː˄ʟɲ˄ʥ,៣ʿʥʊΖೞʴᎤˊሦ៍ʝʥʊՠᄏ˘ʟ

ˑʙʮ,౹ʱʵ᭐ࠄ౼ፑʮʝʬໄᄄʟˑʙʮˈʭʓ˄ʟɲʙʴჟܻ˘ಇՕʱໄᄄʝʬ,͢᧹ֻʴᡝ

(ʥʑˏ)ʭʈˑᄀসʴᆌʛ˙ʴʴפᓞ৮ʒ,ݸʓʕहʒˑʙʮ˘ඌʝ˅ʱʝʬʊ˄ʟɲ

ூᦼᦝݸϜếộಆỖỀἿᎺ್ ƕʯʴᦼˈ፺̵̩̔͜ʝ˄ʝʥƗ

᧹ Ⴓ Ɠዶƌϫ / ᄌ̍ࠄ˶ˮ̵̨̙̀̅ƓዶƊϫƁᇁݸϜԅܣƂ

Ɠዶƌϫ̵̵̨̙̩̍ࠄޞ / ˮ̵̨̙̀̅Ɠዶƍϫ˶̍ࠄޞ

上野原西中学校 学校通信

第 ２ 号

令和 ３ 年 ５ 月 ７ 日 （金）

文責 校長 梶原 満



ψؤỗभॄ ͢᧹ֻᝮͳഁࠓὴᾭᾷᾍᾋὺὨᾷ ǗɻᄀʓˑՆɼʴᓈષǗ

ψ3ؤभॄʴɻ˭̦̰̆̄˳ˡ̰ɼ˘Ϸષʝ˄ʝʥɲ

ಙഁʴഁࠓᓈᆵෂɻݸʓʰݶ˘ଡʧ,ɴષ᫅ʟˑ

ᄀসɼ˘ᦈષʟˑʥˇʱƕ̴ഁࠓᄀস̴ᒭـƗʴ

ᆵଣʟ߈˘ቃʝ,᧸࿙ᆋʱגːᎲˆʿʓӃϰᆋ᮫ᆵ˘

ඥᥬᆋʱʝ˄ʝʥɲƁោᎩʵ̵̵̘̝̗˵ʱᤊƂ

θभॄ᧸࿙ʮʟˑӃϰᆋ᮫ᆵʵ,ɻᇴᓈɼʮɻᓈɼ

ʭʟɲɻᇴᓈɼʭʵ,ᄀসʴɻሦʑʰࠓՆɼ˘ˎː͜

ࠪᇎʛʡˑʥˇʴංை٫ˊICTʴಇՕໄᄄʱՆ˘Ҹ˒

˄ʟɲ˄ʥ,ɻᓈɼʭʵ,৩ʊˊːʴোʴᓈષ˘ͳোʱ,͜α͜αʒࠡোʝʬᄀໄʟˑʙʮʒ

ʭʓˑჟܻʫʕːʱՍˇ˄ʟɲ˄ʥ,̴ഁࠓᒭ̴ـᄀসʣ˒ʤ˒ʒˇʜʟ߈ʮʝʬ,Ӏᥨʝʬ

ɻ។̴᠐̴৩ʊˊːʴଡʧɼ˘ᒈʎʬᓈໄՠʱגːᎲ˙ʭː˄ʟɲɻƌʪʴWORKɼ,

ʟʰ˕ʧFOOTWORK̴TEAMWORK̴NETWORK˘োʒʗ,ᄀস̴Щᠮᒊ̴̴۟܌ᒭـʴ,˧̵̨ᝮͳ

ʭᎲᐟᆋʱɻᱺՆʈˑഁࠓʫʕːɼ˘ᆵଣʝ˄ʟɲ

ഁ ᫅ ࠱ ᾰ ᾡ ̵ ᾌ Ǘ˶˼̀̒Ꭽιȩ ഁգՌ ʛ˙ǗࠄЬᖑ

͢᧹ֻइᄄᒭـʴಙഁʴഁգՌƅɻЬᖑࠄʛ˙ɼ˘Ꭽιʝ˄ʟɲɻᖑࠄʛ˙ɼʮ؝ʶ˒ƅ

ᒭـʑˏʮʬˈ੯˕˒ʬʊ˄ʟɲʊʪˈటˑʕҥʭይᯇʒᏉʎ˄ʡ˙ɲॅ ʴᩁר ɻɻይʌ᫆

ʱʵባʓʥˑɼɲ֔ԋʱ᎘ʭʓ˄ʟɲಙഁʴիգʵƅʰ˙ʮƋƉभω͢ʭ,࣭ͳഁࠓషχʑˏ

ʭʟɲ۟ҥϭʮʊʌʙʮˈʈː,۟܌ʴණࠄʱˈោʝʊʭʟɲංգӈ࠻ʵƅഁࠓӈݰʴჟܻ

ѰƁ႕ؔʴ༉ˊෑಖʴʧዾƂ,ಶʴࡠ,ᒭـʴᏂᯟʴ༾Ѱ,ᒭـʴණɴʰ

ூ୯ʰʯʭʟɲɻഁգՌɼʮʊʌʴᥨː,ᖑࠄʛ˙ʴ˲̵̅̚ʱˎː,ᝮͳʴᄀস̴ᒭـ

ʵʮʬˈᕠʊჟܻʭഁࠓᄀໄ˘ᥘˑʙʮʒʭʓ˄ʟɲʙ˒ʑˏˈˎ˓ʝʕʐᯊʊʝ˄ʟɲ

ịංងſࠓभᦼϜỌ ƍಆƋƌƁ᧼Ƃ̴ ƋƏƁಆƂ̴ ƋƐƁ࿆Ƃ

θभॄ಄ԕʴංង̴ࠓभજ៦Ϝ˘ʝ˄ʝʥɲᅍࡠጇ˘ᮺʱ,ࠓभʚʮʴԋ

জॵʭᜊʊ˄ʝʥɲ˄ʥ,Щᠮᒊʴɴʱʵԗ࠱ʴ۶̵̟̈ݸ˼̵ʭං˘ងʝʬʊʥʦʓ

˄ʝʥɲθۂʵϐʒׯˬ̦˶ʴං˘ᜊʊ,ᄀসˈฏᆋʱං˘דʗʬʊ˄ʝʥɲƊभᄀ

ˈͳഁࠓʴංˊᄀໄʱশɴʱ੶˒,᮱উʩʬʊˑණࠄ˘Щᠮᒊʴɴʱʬʊʥʦʗʥʮ৩

ʊ˄ʟɲ˄ʥƅᄀসʵᥫ͜α͜ץዟಘ˘ԙᄄʝʬᎤʝʥːƅᖊ៓ʴᆃᮣᏽᑹʱଧૃʝʥː

ʝʬංʭˈʯ˙ʯ˙ໄᄄʝʬʊ˄ʟɲ

ʣʴʴࠓभᦼϜˈΖʱᎰΒʝ˄ʝʥɲ

ʚ֠Նʊʥʦʓʈːʒʮʌʚʜʊ˄ʝʥɲ

学校像：学校教育目標の達成に向
 けて誠実・感謝・思いやりの気
 持ちを育てながら教育活動に取 

 り組む学校
教職員像：生徒の自己実現を支援
 するために誠実・感謝・思いや
 りの気持ちを育てながら，熱意

 と愛情を持って取り組む教職員
生徒像：自己実現を目指し学習や
 諸活動に誠実・感謝・思いやり
 の気持ちを持って取り組む生徒

                         基本理念
  学び続け   共に生き   未来を拓く
             やまなしの人づくり

＊確かな学力の育成
＊豊かな心の育成
＊健やかな体の育成
＊グローバルに活躍する人材の育成

＊特別支援教育の推進
 ♦「やまなしスタンダード」の継続
    授業作りのための７つの視点
 ♦学級経営の充実

    学級学年集団・自己有用感

　　　　 重点 ： オール西中で「魅力ある学校づくり」

１ 「知育」に焦点を当て，生徒の「確かな学力」の更なる定着
  を目指し，ＩＣＴの活用や授業改善に全校体制で取り組む。 
２「徳育」を重視し，道徳授業の充実と，生徒一人一人が安心

 して生活できる  人間関係の構築を目指す。
        （山梨県道徳教育推進事業研究指定校  ３年間の最終年次）

         令和２年度学校評価より

取り組むべき課題（※一部を抜粋）
           達成の数値目標   ：   R02      R03
・生 徒「授業中の発言」  52%  →  60%
・生 徒「通知を家で渡す」 88%  →100%
・保護者「学校は楽しい」  81%  →  90%
・保護者「学校の情報発信」 62%  →  80%
・保護者「授業理解してる」 64%  →  80%
持続させる項目
・生 徒「進んで挨拶する」 92%

       SWOT分析

強み（内部・外部）
・教育に熱意をもった教職員集団

・意欲的に勉学や諸活動に励む生徒
・市教委や関係諸機関のサポート
・理解を示し協力的な家庭，PTA
・地域人材の積極的な活用
弱み（内部・外部）
・生徒数，教職員数の減少
・防災防犯面での地理的条件

       合言葉・スローガン：【３つのＷＯＲＫ】

           FOOTWORK  ・  TEAMWORK  ・  NETWORK
             （機動力）         （協働連携）            （報連相）

         ＝教育目標を実現するための７つのポイント＝
                   ・ 日々の教育活動に様々な「仕掛け」を施す
            ・   『自分の命は自分で守る教育」の実践

            ・ 教師は『授業』が勝負である
            ・ 日々成長する生徒，学び続ける教職員
            ・  「安全・安心・安定」の先に「信頼」あり
            ・ 家庭・地域に貢献する生徒を育てる
            ・ 最悪を想定して，最善の準備を行う

　　山梨県学校教育指導重点　　　　　　　　　　　　　　　学校教育目標　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　めざす姿

　  

　　　　　　 大きな夢を持ち，日々成長する生徒

   ○ 自ら学び，自ら進んで行動できる生徒    【知育】
  ○ 思いやりの心を持ち，互いに高め合う生徒  【徳育】
  ○ 健康と安全を考え，体力の向上に努める生徒 【体育】

  ○ 個性を活かし，創造性豊かに表現できる生徒 【創育】

          校内スペシャルチーム
①学力向上    ②情報教育   ③校則検討

          校内スペシャルチーム
④本気で業務改善 ⑤学級担任会  など


